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こども俳句「うんどうかい」

　保育園の最大のイベントは、秋のドキドキ・ワクワク運動会です。

一人ひとりが輝きます。悔しくって泣いたりすることもあるけれど、

みんな一生懸命がんばります。

　　　　「うんどうかい　ちからがいっぱい　わいてきた」 
　　　　「もしかして　しんかんせんより　はやいぼく」 
　　　　「いっとうで　ゴールしたぞ　あおいそら」 
　　　　「ころんだけど　おきあがって　ゴールまで」 
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９
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、

２
年
生
が
就
業
体
験
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
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期
間
中
、
様
々
な
職

業
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣

に
仕
事
に
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組
み
ま
し
た
。
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回
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。
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を
と
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な

が
ら
お
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寄
り
に
親
身
に
寄
り
添

っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々
も
高

校
生
に
お
世
話
し
て
も
ら
い
喜
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
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実
習
生
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介
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っ
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。
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な
ま
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で
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の
隅
々
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広
い
館
内
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黙
々
と
作
業
を
す
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仕
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ぶ
り
に
感
心
し
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。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
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で
し
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が
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
喜
び

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
経
験
で
身
に
付
け
た
責
任
感

や
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
意
義

を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
で
実
習
生
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
町
内
事
業
所
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▲あゆみの園にてリハビリの介助

▲パレス松風での部屋の清掃




